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腎砂を行った大阪南港水域の底質について

来旧秀雄◆･河合 章' 
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1 緒 言 が瀬しい大阪粥奥郡に位好け る大阪r南港の岸壁に接

締柴藩化.和博tr;一濁の進んだl勺粥や湖テ円などの水 し[=海域を田砂する耶賃が大阪市によって行われた
域では,海底に1f rt L上 即し,その分慨堆fI物が多.Jに畜 ので,その後の底質変化を調虚し.底質改酋効果に

･Iく栄虎塩の水｢卜への鰍 U H Tや,硫化物の,lki解に-L-l ついて検討した.

′=成,溶出にとbf･ f水の低酸崩化にJって,l. iう底IT :

その水域がさ･らに感化していくことがよく知られて 11 調 査 方 法

いる. i 2g.1g.Fi 及び F に示し

た定点 Aならびに定,S.Bにおいて,昭和57年 8月, 

調査水城及び調査時期 

これに対する嬉野浄化のノブTJdh:としで,しゅんせつi

,

によって汚毅した脆泥を除去するノJiAは 一･椴によく

知られており 

210日及び1日に調丑を実施した.

近点 ALi,大阪南港樺壁に接した海域で,この他llrくかJ}多 くの水城にJjいて進めら

年に約7万 m2にわたって,

のLg_さで鮮砂 

)-,汚放した嶋泥の I_.に紗を敷きつめれている,他ノ 

て底泥と水をしゃ断し,紫苑塩や硫化物の水中への

45I

6.12.

凸を中心としてt綿1l

粒径 -O )(m川の海砂 J:{約5 ･m(

浴,LJをl J考え/れており,ある粒度の劫 LIJ 3伸 の定点 Bt. Lめることt > .また紹砂していない水域としてLk

･'J火は掛られていろ り.しかしながら,確砂を行って打 を対照水城として選んだ.

紳となった軸底砂が,はたしてどのくらいの斯IL"i 底泥及び底泥試料の採取 c

).

At-.

､r

定J では内径 5 m

の状態が保たれるかが人きJi･問題となる.そこで打 の7ラスナック製遥明採泥管をTf]い,満水 ヒにより
-狩らは碓某排水や都rI 汚泥を拙乱させないようにして採取しIJ.また定点l排水の流入による虞犯の汚恥 

l ■577MTTt ihsFI･ltur.tA ior quSicenc･Llna
lrnn
･nbn.
こ-I11 lE､ mL e【 mll k lLOr e kksan.)Lgai･､iikn(S7.C unl..I Sh.' hrl )apanは 軌JqJt7研7押 
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Fi .ilp(fOsk ot 'r n daetaeg1 la ) a asuhroLadaJCn ra 

Fl･ ･SLL'(nSStuP]' a aB町g2 al e nOsk

Bの底泥顔料は,K. 汁と . Llいて採取KJ 状採地相 2 をJr

した.採取したそiLぞitの,試料は船 1･.において衣1絹

より lr･桝 ごとに切断して水威し,硫化物洲近川.班

料は少出の酢酸q-i j験宅1鉛粉人を混和し,密封して'f

に搬入し,測定ならびに分析に供した.

化学的酸素消弁盤 (COD)の測定 アルカリ惟過
マンJIン較カリウム法によった.

強熱減量の測定 唱Jlミ炉をmいて約60OoCに強黙

したときの減 11tかJ}求めた.

硫化物丑の測定 /+レンプル-灰化二による Jj

法3)をmいた.

酸化還元電位 ( LIORP)の測定 t城 ガラス托製 

pH/イオンメ-クー ('225型)によった.
クロロフ ィルお よび フェオ フ ィチ ンの測定 

GFCフィルターをmいて減lLiろ過し,ある稚度水分

を除いlJ試料Ai:湿境も上として砂は5.OLl,地の職分は 

1.ugJY採 り: ,Ji終卓出度が約9%になるようにアセI 0

トンf' iけい 1)H で20分間色_加え,超汗波発振機r: (kz
糸を紬LHした.次いで遠心分離によって'fiIうれた I_.

消波のl牧光J,:を LrRENZENの Ji )Pi J 法.によって測定し 

/∴

全窒素の測定 セレン硫駿を用いた分離は に よ

り,アンモニア使望避とし,インドフェノールは(出

納の改良は)SJによった.

アンモニア態窒素の測定 底泥l()a,底砂5.0g

に崩滑水をJJr7えてlOOHZ/とし,允分に振也,哨押し

た後.遠心分灘によってfltらitた し臆液についてイ

ンド7ェノ-ル法 (il 5にjって測定し'鍋の改良法)1 :


た.


硝酸態窒素の測定 アンモニア態窄素の似合と同

様にして/f 二 い, STR).(′TUと 1̂ C
qた l泣液をm iIL＼t ) t･
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'さJ -)JJLT. 次の Fig.4-6には.両水域の底砂及び底泥中の)によって測定した.nゝh

泥含有率の測定 .試料を風比後,JtS150/ッシュ 硫化物 とその生成に関与する硫酸還元細歯の生菌

r帖を全ill05 ･FEH/以 ド)の t 数,ならびにこの細歯群の増僻 と活性に密接な持馴系師を通過 したt T(杜絶1 
榔こ対するr分ヰ;で示しL.

LJXI

l'' があ 11,また硫化物の若杓によって低下する酸化避

',)JJ法7によって硫酸塩還元細菌の計数 木†k/J 一 I 元唱はについて,郁々の季節における鉛直分布を示

J:成 r らぴに硫酸還元細菌の増殖は,F.試料小の腿確約を求めた. した.硫化均の/ 

'繊杓の分解過程で小間鞍魔物 として生成される有

結果と考察 機酸が.水叔供与体として必要であるため,さきの

fj

IH

感熱減 !lやCODで衣jLt和砂し/J水城J 定JJiAIJよび対照水城 とLJ) . '=定

点 Bにおける底紗あるいは底泥の化7:的較崩絆f日t

)されるイ了横物の変助と同様

の傾向が認められる.すなわち,悶砂の行jLた定点 

AにJJ- } 0yJ以深では,年間をいては.炎層か /約 1CIi止と俄牽減 iL土q. を Fig.31=示した.相昭水域o)底泥に 

ける･tl博物 1Lt13 71通 L'てこれらの値が小さいが, 6(･Z以枝の砂僧では季節的変動rjらぴに鉛加的変化が

て揃い伯を示し以深にIいて t 

た.こj=二村Lて昭砂LZ='近点 Aでは,il季底砂J; このような市燐物をはじめ,硫化物,硫酸還元細

JlJJI ,き3)d)小さくlU(. は.盟季に と帥し冬季に減少している.

JI5,.屑より砂深 6(l付近までは吋!聯水城 と同掛空のr 

いl Yホしたが,冬季に向い減少する傾向が兄{)it に季節変動は,クロロフィル aとその分解生産物で

･〃

J:
Lfr_


曲,倍化還元■一別立に見られた砂田の鉛直変化ならび

た. あるフェオフイ1- Fi. )ン ( g7及び 8,全蟹戎及び無

頗態窄瀬 (Fig 9-ll)においてら,ほとんど同様で

ある.

ここで托 Ejすべきことは,和砂水域では対照水域
と比較 して,クロロフィル a及びフェオフィチン,

とくに前者が夏季避旧都で潜しく増大して,冬季に

は減少すること,さ{)に CODすなわち官僚物血に

対する両市の比率がきわめて大きいことであろう.

これは柑砂水域の底砂糸屑部に存在する有博物が,

かなり新 しく堆附したものと考えることができよ 

.).

I-.鉦 ｢ 

Llp

また,和砂を行うH的d)一つは,汚殺した底泥か 

/ )ンなどが析出するのを少なくすることで)宅崩や I

あるが,埴泥から焼T水へ物理的拡散作用によって
1
1

.

二 '.

J,約 ttする窄娼化合物の大部分はアンモニア態賀来で

あるbFig.1H=( T,(したように.和砂水域 (=おけるア

ンモニー/憤窄崩の渦度は,10rwl層以深ではきわめ

て低 く,河砂を了うl 亡していたアンモr 約の底泥に作イ
ニア態宅瀬の砂桝を拡散移動して行われる水tllへの
新山は,J. O(川のR砂によって完全に阻 LLさ'iさ約5 . t

.I 

lJT1tており.このことは.たき掬】tが行っ1二厚さ約 15clll

lL,の鰍1日こ対して,かなり大きい抑の将砂でt, n栄 iyn

LL.劾架があるという.淵丘結盟Hとも 一致している. 

)I--大阪湾の搾紗した水城では,図から明らかな 

∫;)に,対照水域 と比較 して秋季及び冬季における

'ンモこア懐窄避雷3度はきわめて低いIldt.席砂炎I %の 7 

か.見季にはこれが逆転して,対照水域よりt,約2 

it


l(

La


7111lCL) O

, ● S ollB

trFI eg 3 V ica

cnden

lbtrlq.Jd uL Ca) (Cheml I 
itndlL (心11)･oxg lこtnd)a onluss) 111 

d:†浩とr アンモニア態蟹瀬

の底ltii水への新川.朋が考えられる. 

L:っており.こjLに対応しl 

Ll
ta


Lh

ls

eb

aいons. 

S UnA

(IuO ad(rtebmSn ) h luottom n datthe 

Fig j2は将砂水域及び対照水城における底砂あ
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0層部の底砂中約5%を占めていた泥は,秋季から冬

である.対照水域では年間を通じてほとんど変化し 季にかけて,さきに述べた有機物it等の消長と平行

ないt)のと考えて,秋季のみ調査したが,野砂水域 して著しく減少することを示している.

における粒度組成には,大きい季節変軌のあること 以上の調査結果を総合すると次のとおりである.
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るいは底泥の粒度組成の鉛直的変化をしらべた結果

onsittsa

it

呼砂水域では,番から夏にかけて湾内で生産された

植物プランクトンに由来する有機懸濁物が多i に堆

50がわかる.図では粒径1 メッシュ以下の有機懸濁物

ならびに無横棲粒子を泥として表わしたが,夏季表
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したがって,海域における符砂の効果は,その水

域の地理的条件や水理梢道によって大きく左右され

ることが明らかである.また一般に水域全体にわた

ってきわめて広い範師に和砂を行い,有横懸濁物の

生産を減少させて,その沈降准尉を減少させない限

と同権度にまで感化する.しかしながら,秋季から

冬季にかけて砂中の有機物等の含有hiは減少し,き

わめて的浄な砂質に変化する. これは秋季以降,水

温蹄旧の消失に伴なう海水の鉛直混合に加えて,こ

の水域の波浪が申越して底屈水の流動が大きくな

り,根本的な底質改称 よ窄めないが,本調査水域なF.の小さい懸濁憤有枝物を含む微細な粒 Iが,

水溶性の砂中の種々の物質とといこ底砂から洗い出 どでは,少くとt,秋季から習年春季にかけて底砂表

り,比 TII
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層部は泊浄に保たれ,二の期間は有用底生生物等の 

0cmf.q帝に対して.好適な環境が維持されることになる ら約 1
であろう. たれていること.夏季表層部の底砂は他の近隣水域

と同様に著しく懇化するが,秋季から冬季にかけて

以涙の砂質は,3年間経過後も措浄に保

約 AJ'ttlV 要 きわめて i･浄な砂質に変化すること等が明らかにな

大阪鰐南港岸壁に接した約 7万 m2の水域に厚さ った.これは.秋季以後本水域では波浪が卓越し,

約50cm

的変動について調査を実施した.その結果.海底か よって底砂から洗い出されるためと考えられる.

の和砂が行れたので,その後の砂野の季節 夏季に堆研していた有横物などが,底層水の流動に
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